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世
界
最
大
規
模

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
地
下
鉄
は
、
規
模
で
圧
倒
的

な
世
界
最
大
を
誇
る
。
地
下
鉄
の
運
営
母
体
で
あ
る

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
都
市
交
通
公
社
（
Ｍ
Ｔ
Ａ
）
に

よ
る
と
、
路
線
は
現
在
24
に
及
び
、
営
業
路
線
の
総

延
長
は
６
６
０
マ
イ
ル
（
約
１
０
６
２
キ
ロ
）
に
達

す
る
。
こ
れ
は
単
純
に
比
較
す
る
と
、
東
京
メ
ト
ロ

と
都
営
地
下
鉄
の
合
計
で
あ
る
約
３
０
４
キ
ロ
の
３

倍
以
上
に
相
当
す
る
。

駅
は
４
６
８
を
数
え
、
年
間
の
乗
客
数
は

２
０
０
９
年
に
約
15
億
８
０
０
０
万
人
に

上
っ
た
。
こ
れ
は
、
東
京
の
地
下
鉄
の
乗
客
数

30
億
１
１
０
０
万
人
の
約
半
分
で
、
世
界
で
は
４

位
に
と
ど
ま
る
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
人
口
が

８
３
０
万
人
、
東
京
が
１
３
０
０
万
人
で
あ
る
こ
と

を
考
え
れ
ば
、
そ
の
差
に
は
や
む
を
得
な
い
部
分
も

あ
る
。

そ
の
せ
い
か
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ワ
ー
の
混
み
具
合
は
、
東

京
と
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
穏
や
か
だ
。
07
年

時
点
の
Ｍ
Ｔ
Ａ
の
調
査
で
は
、
乗
車
率
（
乗
車
定
員

に
対
す
る
実
際
の
乗
客
数
）
は
最
高
で
も
１
０
２
〜

１
０
３
％
。
こ
れ
で
も
米
国
で
は
、
詰
め
込
み
過
ぎ
だ

と
し
て
や
り
玉
に
挙
げ
ら
れ
る
が
、
日
本
の
２
０
０
％

を
超
え
る
よ
う
な
状
況
と
は
雲
泥
の
差
が
あ
る
。

24
／
７
／
３
６
５
の
重
圧

地
下
鉄
を
実
際
に
運
営
し
て
い
る
の
は
、
Ｍ
Ｔ
Ａ

の
傘
下
に
あ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
シ
テ
ィ
・
ト
ラ
ン

ジ
ッ
ト
・
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
ー（
略
称
は
Ｎ
Ｙ
Ｃ
Ｔ
）だ
。

運
行
す
る
車
両
の
数
は
約
６
４
０
０
両
。
平
日
の
運

行
本
数
は
１
日
当
た
り
平
均
８
２
８
０
本
程
度
だ
。

日
中
は
４
〜
６
分
間
隔
、
午
前
０
時
か
ら
５
時
ま
で

の
深
夜
時
間
帯
は
お
よ
そ
15
〜
20
分
間
隔
で
列
車
が

今では当たり前となった、落書きのないきれいな地下鉄の車両
（8thアベニュー線の42丁目・ポートオーソリティー駅）

「奇跡の復活」遂げた都市インフラ

ニューヨークの地下鉄といえば、かつては米国の大都市の荒廃を象徴する存在だった。
煤けた車体を窓まで覆う落書き。外側と同じくらい汚れた車内には、昼でも夜でも強盗が出没し、
走り出せば耳をつんざくばかりの騒音が襲ってくる。
しかし、１９８０年前後のどん底時代から約30年たった今、地下鉄は見違えるようにきれいで安全になった。
車体には落書きが全く見られず、これまで利用を避けていた乗客も戻ってきている。
奇跡のような復活を遂げたニューヨーク地下鉄の歴史をたどるとともに、最新事情を報告する。
文・写真◉大嶋聖一（時事通信社ニューヨーク総局）

ニューヨーク
地下鉄最新事情
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走
る
。
一
律
２
ド
ル
25
セ
ン
ト
の
基
本
料
金
で
１
日

24
時
間
、
週
７
日
、
年
間
３
６
５
日
、
乗
客
を
運
び

続
け
て
い
る
。

24
時
間
営
業
の
地
下
鉄
は
、
世
界
で
も
珍
し
い
。

ま
し
て
、
世
界
最
大
規
模
の
路
線
総
延
長
で
そ
れ
を

維
持
す
る
の
は
、
並
大
抵
で
は
な
い
努
力
と
資
金
を

必
要
と
す
る
。

路
線
は
、「
１
」
や
「
Ａ
」
と
い
っ
た
数
字
や
ア
ル

フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
示
さ
れ
る
が
、
実
際
に
は
そ
の
後
ろ

に「
ト
レ
イ
ン
」を
付
け
て
呼
ば
れ
る
。「
Ａ
ト
レ
イ
ン
」

と
は
「
Ａ
列
車
」。
デ
ュ
ー
ク
・
エ
リ
ン
ト
ン
の
十
八

番
だ
っ
た
ジ
ャ
ズ
の
名
曲
「
Ａ
列
車
で
行
こ
う
」
の

題
材
に
も
な
っ
た
。

各
路
線
に
は
、
さ
ら
に
運
行
経
路
が
分
か
る
副
路

線
名
が
付
い
て
い
る
。Ａ
ト
レ
イ
ン
な
ら「
８（
エ
イ
ス
）

ア
ベ
ニ
ュ
ー
・
エ
ク
ス
プ
レ
ス
（
８
番
街
急
行
）」
と

い
っ
た
具
合
だ
。
Ａ
ト
レ
イ
ン
は
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
か

ら
イ
ー
ス
ト
リ
バ
ー
の
下
を
く
ぐ
っ
て
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
に
入
り
、
そ
の
ま
ま
北
上
。
ジ
ャ
ズ
の
中
心
地
で
、

デ
ュ
ー
ク
・
エ
リ
ン
ト
ン
が
住
ん
で
い
た
ハ
ー
レ
ム

に
至
る
。

１
０
０
年
超
え
る
歴
史

地
下
鉄
の
建
設
が
始
ま
っ
た
の
は
１
９
０
１
年

だ
。
19
世
紀
初
頭
に
わ
ず
か
８
万
人
だ
っ
た
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
人
口
は
、
移
民
の
流
入
で
同
世
紀
末
に

３
５
０
万
人
近
く
に
急
膨
張
し
た
。
通
勤
な
ど
の
移

動
に
は
路
面
電
車
と
、
蒸
気
機
関
車
を
使
っ
た
「
Ｅ

Ｌ
（
エ
レ
ベ
ー
テ
ッ
ド
・
ラ
イ
ン
あ
る
い
は
エ
レ
ベ
ー

テ
ッ
ド
・
レ
ー
ル
ウ
ェ
イ
）」
と
呼
ば
れ
る
高
架
鉄

道
が
使
わ
れ
た
が
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
島
内
の
土
地
は

限
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
高
速
で
安
全
・
確
実
な
交
通

手
段
と
し
て
、
電
気
を
動
力
源
と
す
る
地
下
鉄
を
建

設
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

路
線
の
半
分
は
、
道
路
を
掘
り
下
げ
て
ト
ン
ネ
ル

を
構
築
し
た
後
に
埋
め
戻
す
と
い
う「
オ
ー
プ
ン
カ
ッ

ト
工
法
」で
造
ら
れ
た
。こ
の
た
め
、線
路
は
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
を
南
北
に
走
る
幅
の
広
い
道
路
「
ア
ベ
ニ
ュ
ー
」

の
下
を
走
る
こ
と
が
多
く
、
そ
れ
が
副
路
線
名
に
反

映
さ
れ
て
い
る
。
駅
は
多
く
の
場
合
、
交
差
点
の
地

下
に
設
け
ら
れ
た
。

完
成
は
１
９
０
４
年
10
月
27
日
。
最
初
に
運
行
が

始
ま
っ
た
区
間
は
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
南
部
、
ダ
ウ
ン
タ

ウ
ン
の
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル（
市
庁
舎
）と
北
部
の
１
４
５

丁
目
を
結
ぶ
15
キ
ロ
で
、
28
の
駅
を
つ
な
い
だ
。

主
要
部
分
は
、
開
業
当
初
か
ら
複
々
線
が
採
用
さ

れ
た
。
鈍
行
と
急
行
を
分
け
て
運
行
さ
せ
、
効
率
的

に
乗
客
を
運
ぶ
こ
と
が
狙
い
だ
。
当
時
既
に
、
１
日

35
万
人
の
輸
送
能
力
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
24
時
間

営
業
も
、
当
初
か
ら
の
伝
統
だ
。

現
在
の
地
下
鉄
は
、
そ
の
遺
産
の
上
に
成
り
立
っ

て
い
る
。
例
え
ば
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
内
で
Ａ
、
Ｃ
、
Ｅ

の
各
ト
レ
イ
ン
は
ほ
ぼ
同
じ
区
間
を
走
る
が
、
Ａ
が

急
行
、
Ｃ
と
Ｅ
が
鈍
行
だ
。
急
行
は
、
複
々
線
の
専

用
線
を
走
る
。
路
線
の
総
延
長
が
東
京
や
ほ
か
の
都

市
の
地
下
鉄
を
大
幅
に
上
回
っ
て
い
る
の
も
、
複
々

線
で
あ
る
こ
と
が
理
由
の
一
つ
で
、
重
複
を
省
い
た
実

際
の
路
線
距
離
は
３
７
０
キ
ロ
程
度
と
さ
れ
て
い
る
。

鉄
道
は
一
般
的
に
、
夜
間
の
休
止
時
間
中
に
路
線

な
ど
の
整
備
を
行
う
。
し
か
し
、
Ｍ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
と

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
地
下
鉄
は
、
運
行
本
数
の
少
な
い

休
日
や
夜
間
に
集
中
し
て
保
守
・
整
備
を
行
う
こ
と

で
24
時
間
運
行
を
可
能
に
し
て
い
る
。
急
行
路
線
と

鈍
行
路
線
を
交
互
に
休
止
で
き
る
複
々
線
の
区
間
が

少
な
く
な
い
こ
と
も
、24
時
間
運
行
の
維
持
に
役
立
っ

て
い
る
よ
う
だ
。
複
線
区
間
で
も
大
規
模
補
修
の
場

合
は
、
夜
間
や
週
末
に
運
行
を
休
止
し
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
で
代
替
す
る
こ
と
も
あ
る
。

地
下
鉄
が
創
っ
た
都
市

開
業
当
初
に
駅
が
設
け
ら
れ
た
場
所
の
一
つ
が
、

現
在
の
タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
だ
。
駅
が
で
き
る
ま
で
は

「
ロ
ン
グ
エ
ー
カ
ー
」
と
い
う
地
名
で
、
馬
の
販
売
業

者
や
馬
車
屋
、
鍛
冶
な
ど
が
集
ま
る
荒
っ
ぽ
い
一
角

だ
っ
た
と
い
う
。

し
か
し
、
当
時
の
最
新
技
術
を
駆
使
し
て
建
設
さ

れ
た
地
下
鉄
の
駅
は
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

を
も
た
ら
し
た
。
も
と
も
と
こ
の
一
帯
は
、
ブ
ロ
ー

ド
ウ
ェ
ー
と
７
番
街
、
42
丁
目
通
り
が
集
ま
る
交
通

の
便
利
な
所
で
、
駅
が
で
き
る
と
ホ
テ
ル
や
劇
場
、

米
紙
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
の
本
社
が
地
下
鉄

の
輸
送
能
力
に
期
待
し
て
次
々
と
立
地
。
そ
の
後
、

劇
場
街
と
し
て
繁
栄
を
極
め
た
。

ま
た
、
地
下
鉄
が
開
通
し
た
こ
ろ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
人
口
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
多
く
は
14
丁
目
以
下
の
ロ

ウ
ア
ー
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
か
ら
ウ
ォ
ー
ル
街
の
あ
る
ダ

ウ
ン
タ
ウ
ン
に
か
け
て
集
中
し
て
い
た
。
し
か
し
、
地

下
鉄
の
お
か
げ
で
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
（
40
〜
59
丁
目
の

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
中
部
）
へ
の
通
勤
が
容
易
に
な
り
、

現
在
の
オ
フ
ィ
ス
街
へ
と
発
展
し
た
。

Ｐ
Ｐ
Ｉ
の
源
流

当
時
、
地
下
鉄
を
経
営
し
て
い
た
の
は
イ
ン
タ
ー

ボ
ロ
ー
・
ラ
ピ
ッ
ド
・
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
・
カ
ン
パ
ニ
ー

（
Ｉ
Ｒ
Ｔ
、
ボ
ロ
ー
は
都
市
の
「
区
」
の
意
）。
地
下

① 巨大なスクリーン広告が所狭しと並ぶタイムズスクエアの景観に合わせて「Subway」の文字にも
電飾を使った地下鉄の入り口。左端は、地下鉄の目印となっている電灯ポール。（タイムズスクエア・42
丁目駅）

② 川崎重工業が仏アルストムと共同で受注したＲ160系地下鉄車両（8thアベニュー線の42丁目・ポートオー
ソリティー駅）

③ ゲート（写真奥）をくぐって駅構内から出てくる乗客。右端は、駅員が配置された乗車券販売所（タ
イムズスクエア・42丁目駅）

④試験導入が始まった行き先・待ち時間表示システム（レキシントン線のスプリングストリート駅）

❶

❷ ❸

❹
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鉄
建
設
は
巨
額
の
資
金
投
資
が
必
要
で
、
採
算
が
取

れ
る
か
ど
う
か
も
不
透
明
だ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
民

間
が
鉄
道
の
建
設
と
運
営
を
担
い
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
の
関
与
を
イ
ン
フ
ラ
の
保
有
に
と
ど
め
る
こ
と
で
リ

ス
ク
を
分
散
さ
せ
る
手
法
が
取
ら
れ
た
。
現
在
の
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト・パ
ブ
リ
ッ
ク・イ
ニ
シ
ア
チ
ブ（
Ｐ
Ｐ
Ｉ
）

の
源
流
の
一
つ
と
言
っ
て
よ
い
。

し
か
し
、
Ｉ
Ｒ
Ｔ
は
事
実
上
の
独
占
企
業
で
あ
っ

た
た
め
、
新
た
な
路
線
建
設
の
要
望
を
拒
否
す
る
な

ど
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
と
た
び
た
び
衝
突
。
こ
の
た
め
、

市
は
新
た
に
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
・
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
・
ト

ラ
ン
ジ
ッ
ト
・
カ
ン
パ
ニ
ー
（
Ｂ
Ｍ
Ｔ
、
23
年
ま
で

の
名
称
は
Ｂ
Ｒ
Ｔ
）
の
参
入
を
13
年
か
ら
認
め
、
２

社
を
競
合
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
さ
ら
に
32
年
に
は
、

市
直
営
の
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
・
サ
ブ
ウ
ェ
イ
・

シ
ス
テ
ム
（
Ｉ
Ｎ
Ｄ
）
も
設
立
し
、
新
た
な
路
線
の

建
設
に
取
り
組
ん
だ
。
こ
の
３
社
に
よ
り
、
40
年
に

は
現
在
の
路
線
が
ほ
ぼ
完
成
し
た
。

光
と
影

延
々
と
続
く
高
架
鉄
道
の
橋
脚
の
骨
組
み
が
道
路

に
黄
昏
を
つ
く
り
、
地
下
鉄
の
無
数
の
ト
ン
ネ
ル
は

岩
や
川
、
摩
天
楼
の
間
を
貫
き
縫
う
よ
う
に
走
る
。

そ
の
車
両
は
、
多
く
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
が
朝
一
番

に
目
に
し
、
ま
た
夜
眠
る
前
に
最
後
に
思
い
出
す
光

景
で
あ
る
―
―
。
こ
の
文
章
は
、
39
年
に
出
版
さ
れ

た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
一
節
だ
。
地

下
鉄
、
摩
天
楼
と
都
市
住
民
の
三
位
一
体
の
関
係
が

よ
く
伝
わ
っ
て
く
る
。
こ
の
30
年
代
か
ら
40
年
代
に

か
け
て
が
、
地
下
鉄
の
黄
金
時
代
だ
っ
た
。

し
か
し
、
24
時
間
営
業
で
黙
々
と
乗
客
を
運
び
続

け
た
地
下
鉄
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
繁
栄
の
影
で
、

宿し
ゅ
く
あ痾

に
苦
し
め
ら
れ
て
い
た
。そ
れ
が
、採
算
問
題
だ
。

地
下
鉄
の
料
金
は
、
開
業
当
初
か
ら
一
律
５
セ
ン

ト
。
こ
の
水
準
は
第
２
次
世
界
大
戦
後
の
48
年
ま
で

変
わ
ら
な
か
っ
た
。
物
価
は
、
04
年
か
ら
20
年
ま
で

の
間
に
倍
に
な
っ
て
い
た
が
、
地
下
鉄
料
金
は
イ
ン

フ
レ
の
中
で
な
お
さ
ら
据
え
置
き
を
求
め
ら
れ
「
値

上
げ
は
政
治
的
タ
ブ
ー
」
と
さ
れ
た
。

こ
の
た
め
、
19
年
に
は
Ｂ
Ｍ
Ｔ
が
倒
産
。
32
年
に

は
Ｉ
Ｒ
Ｔ
も
経
営
破
綻
し
た
。
打
開
策
と
し
て
打
ち

出
さ
れ
た
の
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
よ
る
両
社
の

買
収
と
Ｉ
Ｎ
Ｄ
と
の
統
合
だ
。
Ｉ
Ｎ
Ｄ
は
後
発
だ
っ

た
こ
と
も
響
き
、
開
業
当
初
か
ら

赤
字
が
続
い
て
い
た
。

３
社
は
結
局
49
年
に
統
合
し
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
直
営
の
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
シ
テ
ィ
・
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
・

シ
ス
テ
ム
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー

ト
を
切
っ
た
。
こ
れ
が
現
在
の
Ｎ

Ｙ
Ｃ
Ｔ
の
前
身
で
、
そ
の
後
公
社

化
を
経
て
68
年
に
Ｍ
Ｔ
Ａ
傘
下
に

入
っ
た
。

統
合
後
初
め
の
数
年
間
は
大
恐

慌
後
の
経
済
回
復
と
い
う
追
い
風

も
あ
り
、
黒
字
経
営
が
続
い
た
。

し
か
し
、
第
２
次
世
界

大
戦
後
は
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
の
進
展
で
乗
客
の

目
減
り
が
続
き
、
47
年
に

は
再
び
赤
字
に
転
落
。
運

賃
は
48
年
に
結
局
、
倍
の

10
セ
ン
ト
に
値
上
げ
さ
れ

た
。

負
の
ス
パ
イ
ラ
ル

皮
肉
な
こ
と
に
、
乗
客

の
減
少
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
自
体
が
高
速
道
路
整
備

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
副
作
用
で
も
あ
っ
た
。
こ

の
結
果
、
50
年
代
以
降
は
乗
客
減
、
採
算
悪
化
、
値

上
げ
と
い
う
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
が
80
年
代
ま
で
続
き
、

地
下
鉄
の
経
営
を
蝕
ん
だ
。

し
か
も
、
70
年
代
に
財
政
危
機
に
見
舞
わ
れ
た

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
、
地
下
鉄
の
人
件
費
に
加
え
て

車
両
や
路
線
、
駅
の
保
守
・
整
備
が
大
き
な
負
担
と

な
っ
た
。
結
局
、
維
持
作
業
は
予
算
不
足
か
ら
次
々

と
先
送
り
さ
れ
「
深
刻
な
設
備
の
荒
廃
」（
Ｍ
Ｔ
Ａ
関

係
者
）
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
地
下
鉄
の
安

全
性
や
効
率
性
は
ま
す
ま
す
低
下
し
、
80
年
前
後
に

ど
ん
底
に
落
ち
込
ん
だ
。

最
悪
期
に
は
、
車
両
の
４
分
の
１
は
常
に
故
障
の

た
め
使
用
で
き
ず
、
線
路
の
整
備
不
良
で
脱
線
は
年

間
30
件
に
も
達
し
た
。
79
年
に
は
強
盗
や
窃
盗
な
ど

の
犯
罪
が
１
日
当
た
り
平
均
２
６
０
件
を
超
え
た
と

い
う
。「
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
・
エ
ン
ジ
ェ
ル
」
と
名
乗

る
自
警
団
が
組
織
さ
れ
、
地
下
鉄
内
を
巡
回
し
始
め

た
の
も
こ
の
こ
ろ
だ
。
84
年
に
は
、
10
代
の
少
年
４

人
に
恐
喝
さ
れ
た
乗
客
が
、
所
持
し
て
い
た
拳
銃
を

発
砲
し
て
重
傷
を
負
わ
せ
る
事
件
ま
で
起
き
た
。
81

年
７
月
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
３
週
間
滞
在
し
た
筆
者

は
、
こ
の
最
悪
期
を
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
。

訪
れ
た
転
機

転
機
と
な
っ
た
の
は
80
年
代
初
頭
に
米
国
政
府
や

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
・
市
な
ど
か
ら
配
分
さ
れ
た
80
億

ド
ル
（
当
時
の
為
替
レ
ー
ト
で
約
1
兆
７
６
０
０
億

円
）
と
い
う
巨
額
の
補
助
金
だ
っ
た
。
こ
れ
を
機
に
、

線
路
や
駅
の
補
修
、
車
両
の
整
備
が
進
む
。
冷
房
車

両
の
導
入
も
、
本
格
的
に
始
ま
っ
た
。

落
書
き
に
対
し
て
は
、
い
た
ず
ら
さ
れ
た
車
両
は

落
書
き
を
落
と
す
ま
で
運
行
し
な
い
、
と
い
う
徹
底

し
た
対
応
策
が
取
ら
れ
た
。「
落
書
き
は
愉
快
犯
で

あ
る
た
め
『
多
く
の
人
に
見
ら
れ
た
い
』
と
い
う
欲

望
が
動
機
に
な
っ
て
い
る
」
と
い
う
分
析
に
基
づ
き
、

犯
意
を
そ
ぐ
た
め
だ
。
実
際
、
こ
の
対
策
は
大
き
な

効
果
を
上
げ
、
90
年
ご
ろ
を
境
に
落
書
き
行
為
は
沈

静
化
し
た
。

同
時
に
、
車
両
や
駅
の
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
も
強
化

さ
れ
、
２
０
０
９
年
に
は
地
下
鉄
で
の
犯
罪
は
１
日

平
均
６
件
強
ま
で
減
少
し
て
い
る
。
監
視
カ
メ
ラ
の

設
置
も
、
犯
罪
防
止
に
役
立
っ
て
い
る
。

新
型
車
両
の
導
入
も
進
ん
だ
。
日
本
の
川
崎
重
工

MANHATTAN
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① 美しく耐久性が高いため開業当初から広く使われて
きた、モザイクによる駅名表示（7thアベニュー急行線の
ブルックリン・ボロー庁舎駅）

②  1930年製の地下鉄車両（ニューヨーク交通博物館、ニュー
ヨーク市・ブルックリン）
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業
が
83
年
、外
国
企
業
と
し
て
初
め
て
車
両
を
供
給
。

信
頼
性
の
高
さ
と
音
の
静
か
さ
、
乗
り
心
地
の
良
さ

で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
を
驚
か
せ
た
。
同
社
は
そ
の
後

も
車
両
の
供
給
を
続
け
て
い
る
。

ア
ー
ト
も
動
員

「
ア
ー
ツ
・
フ
ォ
ー
・
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
（
Ａ
Ｆ
Ｔ
）」

と
呼
ば
れ
る
駅
の
美
化
計
画
が
始
ま
っ
た
の
も
80
年

代
の
半
ば
だ
。
構
内
の
改
修
を
進
め
る
に
当
た
り「
予

算
の
１
％
程
度
」（
Ｍ
Ｔ
Ａ
関
係
者
）
を
割
き
、
美
術

作
品
を
設
置
し
て
快
適
な
利
用
環
境
を
つ
く
り
だ
す

こ
と
が
目
的
だ
。
現
在
は
、
Ｍ
Ｔ
Ａ
傘
下
の
近
郊
鉄

道
路
線
も
含
め
て
約
２
０
０
の
駅
を
「
歴
史
や
地
元

の
特
色
に
配
慮
し
た
ア
ー
ト
」（
同
）が
彩
る
。ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
出
身
で
、
コ
ミ
ッ
ク
ス
を
題
材
に
し
た
ポ
ッ

プ
ア
ー
ト
で
知
ら
れ
る
芸
術
家
、
ロ
イ
・
リ
キ
テ
ン

シ
ュ
タ
イ
ン
氏
も
参
加
し
、
タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
駅
の

壁
面
を
飾
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、Ａ
Ｆ
Ｔ
の
音
楽
版
と
し
て
「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
・
ア
ン
ダ
ー
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
（
Ｍ
Ｕ
Ｎ
Ｙ
）」

も
同
時
期
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
駅
構
内
の
目
立
つ「
一

等
地
」
で
演
奏
す
る
権
利
を
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
選

ん
だ
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
に
付
与
す
る
仕
組
み
だ
。

今
年
は
３
０
０
近
く
の
応
募
者
か
ら
選
ば
れ
た

60
余
り
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
が
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
参

加
。
最
終
的
に
27
人
・
グ
ル
ー
プ
が
認
定
さ
れ
た
。

こ
う
し
て
選
ば
れ
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
は
現
在
、
合
計

１
０
０
人
・
グ
ル
ー
プ
以
上
。
約
25
の
指
定
場
所
で

の
演
奏
は
週
に
１
５
０
回
以
上
に
上
る
。

戻
っ
て
き
た
乗
客

Ｍ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
と
、
80
年
代
以
降
の
30
年
間
に
投

じ
た
設
備
再
建
資
金
は
、
総
額
６
４
０
億
ド
ル
（
約

５
兆
７
６
０
０
億
円
）
に
上
る
。
こ
う
し
た
努
力
の

結
果
、
乗
客
数
は
回
復
。
平
日
の
１
日
当
た
り
の
乗

客
数
は
09
年
に
５
０
９
万
人
と
、
52
年
以
来
の
水
準

ま
で
戻
っ
た
。

地
下
鉄
の
利
便
性
向
上
に
向
け
た
努
力
は
、
今

も
続
い
て
い
る
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
機
能
を
利
用
し
た
非
接
触
型
入
場
シ
ス
テ
ム
の
実

験
が
５
月
下
旬
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
次
の
列
車
の
待
ち

時
間
や
行
き
先
を
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
表
示
す
る

シ
ス
テ
ム
の
導
入
も
始
ま
っ
た
。
駅
の
改
装
も
着
実

に
進
む
。
日
本
の
地
下
鉄
の
清
潔
さ
、
正
確
さ
に
は

及
ば
な
い
も
の
の
「
危
な
い
、
汚
い
、
来
な
い
」
と

い
う
状
況
は
過
去
の
遺
物
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
「
20

年
代
以
来
の
懸
案
」
と
い
わ
れ
た
「
２
（
セ
カ
ン
ド
）

ア
ベ
ニ
ュ
ー
線
」
の
建
設
も
、
２
０
１
６
年
の
部
分

開
通
を
目
指
し
て
３
年
前
か
ら
始
ま
っ
た
。

サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題
の
逆
風

た
だ
、採
算
状
態
の
悪
さ
は
、今
も
変
わ
っ
て
い
な

い
。
Ｎ
Ｙ
Ｃ
Ｔ
の
09
年
決
算
は
、
47
億
７
２
０
０
万

ド
ル
（
約
４
３
０
０
億
円
）
の
赤
字
。
バ
ス
事
業
と

の
合
算
だ
が
、
地
下
鉄
の
比
率
が
収
入
ベ
ー
ス
で
約

７
割
を
占
め
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
赤
字
の
大
半

は
地
下
鉄
経
営
に
よ
る
も
の
と
み
て
よ
い
。
こ
の
赤

字
は
、
Ｎ
Ｙ
Ｃ
Ｔ
の
親
会
社
Ｍ
Ｔ
Ａ
の
決
算
段
階
で

補
助
金
に
よ
り
穴
埋
め
さ
れ
る
仕
組
み
だ
が
、
財
源

と
な
っ
て
い
る
交
通
税
や
石
油
税
が
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム

問
題
に
伴
う
景
気
減
速
で
目
減
り
し
、
決
算
見
通
し

は
急
激
に
悪
化
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
Ｍ
Ｔ
Ａ
で
は
赤
字
を
削
減
す
る
べ
く
、

11
年
１
月
か
ら
運
賃
収
入
の
７・
５
％
引
き
上
げ
を

目
指
し
て
料
金
値
上
げ
を
打
ち
出
し
た
。
そ
れ
に
よ

る
と
、
一
律
の
基
本
料
金
２
ド
ル
25
セ
ン
ト
は
据
え

置
く
も
の
の
、
30
日
間
の
定
期
券
は
、
最
大
利
用
回

数
を
90
回
に
制
限
し
た
上
で
99
ド
ル
と
す
る
か
、
無

制
限
の
ま
ま
で
料
金
を
１
０
４
ド
ル
に
引
き
上
げ
る
。

こ
の
ほ
か
、
１
週
間
定
期
券
の
値
上
げ
や
、
プ
リ
ペ

イ
ド
式
磁
気
カ
ー
ド
を
購
入
す
る
際
の
割
引
特
典
も

縮
小
す
る
。

た
だ
、
Ｍ
Ｔ
Ａ
が
７
月
に
ま
と
め
た
11
年
か

ら
４
年
間
の
予
算
案
に
よ
る
と
、
こ
う
し
た
値
上

げ
を
実
施
し
て
も
Ｎ
Ｙ
Ｃ
Ｔ
の
11
年
の
赤
字
は

51
億
６
７
０
０
万
ド
ル
（
約
４
６
５
０
億
円
）
に
拡

大
す
る
見
通
し
。
Ｍ
Ｔ
Ａ
自
体
の
収
支
も
、
当
分
巨

額
の
赤
字
か
ら
の
脱
却
は
難
し
そ
う
だ
。

残
る
巨
額
の
赤
字

Ｍ
Ｔ
Ａ
と
Ｎ
Ｙ
Ｃ
Ｔ
は
既
に
、
補
助
金
目
減
り
に

対
応
し
て
、
10
年
に
４
５
０
人
の
人
員
削
減
を
行
っ

た
ほ
か
、
休
日
の
運
行
本
数
を
減
ら
す
な
ど
し
て
、

経
費
削
減
に
躍
起
。
11
年
も
人
員
の
一
層
の
削
減
に

取
り
組
む
予
定
だ
。
11
年
予
算
案
で
は
さ
ら
に
、
車

両
や
路
線
、
駅
な
ど
の
整
備
費
用
の
圧
縮
も
盛
り
込

ま
れ
て
い
る
。

Ｎ
Ｙ
Ｃ
Ｔ
の
経
費
の
８
割
近
く
は
人
件
費
。
こ
の

た
め
、
24
時
間
運
行
を
停
止
す
れ
ば
、
大
幅
な
費
用

節
減
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
Ｍ
Ｔ

Ａ
に
よ
る
と
「
こ
れ
ま
で
24
時
間
制
の
廃
止
を
本
格

的
に
検
討
し
た
こ
と
は
一
度
も
な
い
」（
関
係
者
）
と

い
う
。「
地
下
鉄
の
24
時
間
運
行
は
『
眠
ら
な
い
街

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
』
の
重
要
な
構
成
要
素
で
あ
り
、
そ

れ
を
支
え
て
い
る
こ
と
は
誇
り
」（
同
）
と
い
う
考
え

方
が
基
本
に
あ
る
か
ら
だ
。　

た
だ
、そ
れ
で
は
大
幅
な
赤
字
が
残
さ
れ
た
ま
ま

と
な
る
。
収
支
改
善
だ
け
を
念
頭
に
、
運
賃
値
上
げ

と
整
備
・
保
守
費
用
の
圧
縮
を
続
け
る
の
で
は
、
50

年
代
以
降
の
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
と
同
じ
組
み
合
わ
せ

だ
。復

活
し
た
の
も
つ
か
の
間
で
、
将
来
に
は
再
び
暗

雲
が
漂
っ
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
地
下
鉄
は
、

70
年
代
と
同
じ
運
命
を
た
ど
る
の
か
、
重
要
な
岐
路

に
差
し
掛
か
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

① 「アーツ・フォー・トランジット」に協力した米ポップアート画家ロイ・
リキテンシュタイン氏の壁画（タイムズスクエア・42丁目駅）
② 「ミュージック・アンダー・ニューヨーク」で選ばれ、駅構内で演奏
する音楽グループ（同）
③ 「アーツ・フォー・トランジット」の中にはユーモアにあふれる作品
も少なくない（8thアベニュー線の14丁目・８番街駅、作者・トム・オッタネス氏）
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